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令和８年度 第１回小名浜港周辺エリアにおける防災・交通対策協議会 

議事要旨 

 

1. 日時 

令和８年７月 10日（金）15：00～16：00 

 

2. 場所 

イオンモールいわき小名浜４Ｆ イオンホール 

 

3. 議事 

(1) 開会 

(2) 説明・協議事項 

1) 昨年度協議会の振り返り 

2) いわきＦＣスタジアム構想の現在地 

3) スタジアム構想への市の関わり 

4) 今後の進め方 

(3) 閉会 

 

4. 配布資料 

資料 1  第１回協議会資料 

資料２    協議会委員名簿 
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5. 議事内容 

➢ 冒頭、上林教授より協議会会長としての挨拶があった後、事務局およびいわきスポーツク

ラブより、第 1回協議会資料に基づき説明があった。 

 

（上林教授（日本女子体育大学））・会長 

⚫ 今年度からは、さらなる小名浜港周辺エリアの価値向上に向けて、ハード・ソフト両面か

ら具体的な対策の議論を深めていきたい。 

⚫ そのため、本協議会の名称をこれまでの「防災・交通対策協議会」から「エリア価値向上

協議会」へ変更することを提案したい。 

⇒委員から特段の異議はなく、了承された。 

 

（齊藤副校長・教授（福島工業高等専門学校））・副会長 

⚫ 現状、部会メンバーが小名浜地区の関係者のみに偏っている印象がある。 

⚫ 特に公共交通や交通混雑（渋滞）対策は、小名浜地区だけでなくいわき市全体の視点から

対策すべき課題であるため、市内広く関係する方々も部会に巻き込むべきである。 

 

（事務局） 

⚫ 齊藤先生のご意見を踏まえ、各部会のメンバーを選定していきたい。 

 

（上林教授（日本女子体育大学））・会長 

⚫ その視点は非常に重要。小名浜地区から市内全体へ波及させることはもちろん、市域全体

の取り組みによって小名浜地区の魅力を向上させるという双方向の視点が大切である。 

 

（小針代表取締役専務㈱いわき市観光物産物産センター） 

⚫ 事務局案の部会メンバーは、当施設がすべての部会に所属する形になっている。先ほどの

説明で「同じ日に複数の部会を開催する」とあったが、その場合は部会ごとに異なる担当

者を出席させなければならないのか。 

 

（事務局） 

⚫ 説明不足で申し訳ない。意図としては「できる限り、同日に（時間をずらすなどして）複

数の部会を開催したい」という意味である。したがって、一人の担当者が複数の部会を兼

任・出席しても問題はない。 

 

（小沼会長（小名浜まちづくり市民会議）） 

⚫ 小名浜地区の 5 つの地域振興団体が集まり、新たに「小名浜地区まちづくり団体連絡協議

会」を設立した。7月 18日には、同協議会主催で「いわき FC新スタジアム構想」に関する

住民説明会を開催する。 

⚫ スポーツコンプレックスにおける他地域との連携は重要。勿来、四倉、内郷、湯本など各

地域のまちづくり団体と意見交換を行うと多様な意見が出る。車社会のいわきにおいて、
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公共交通で小名浜にアクセスできる仕組みを望む声もあった。 

⚫ 小名浜港は石炭の国際バルク戦略港湾だが、将来的には水素など新エネルギーを扱う可能

性も秘めている。 

⚫ 「エリア価値向上部会」には、小名浜地区だけでなく、参加を希望する他地域のまちづく

り団体も加えるべきではないか。 

 

（事務局） 

⚫ 会長からのご示唆のとおり、小名浜地区の賑わいを活かそうとする前向きな団体にお声が

けをしていきたい。 

 

（上林教授（日本女子体育大学））・会長 

⚫ 「IGUP（新スタジアム検討委員会）」においても、これまで多種多様なメンバーで議論を重

ねてきた。 

⚫ 港を取り巻くまちづくりは常に可変的なものであり、価値共創を常に行うことが新しい港

づくりにつながる。 本協議会においても視野を広く持ち、多様なメンバーが参画できる仕

組みづくりを進めたい。 

 

 

以上 

 


